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１．はじめに
小学校学習指導要領(2008年改訂)では、体育科の具
体的な目標の一つとして「生涯にわたって運動に親し
む資質や能力の基礎を育てる」ことが挙げられている。
そのためには、運動に自ら進んで参加するという内発
的に動機づけられた子どもの育成が求められる。運動
に対する自信を高めることで学習意欲が高まり、内発
的に動機づけられた子どもの育成につながるのであ
る。
岡澤ら(1996)は、運動場面における自信を「運動有
能感」と定義した。運動有能感は、「身体的有能さの認
知」、「統制感」、「受容感」という３つの因子から構成
されている。「身体的有能さの認知」とは、自分は運動
ができるという自信である。これは、“運動ができた”
という経験のもとにうまれる自信である。「統制感」と
は、練習すればできるようになる・努力すればできる
ようになるという自信である。これは“運動に対する
工夫が成果につながった”という実感のもとにうまれ
る自信である。「受容感」とは、教師や仲間から受け入
れられているという自信である。これは“自分は認め
られている”という実感のもとにうまれる自信である。
３つの因子について、出井(2011)は「従来の有能感
の考え方では、身体的有能さの認知のみが重要視され
ていた。しかし、統制感、受容感の因子が加わること
で、運動能力や技能レベルが低い子どもの運動に対す
る内発的な動機を探ることができるようになった」と
述べている。つまり、運動能力や技能が低い児童の内
発的な動機には、統制感と受容感が大きく関係すると
いうことがいえる。統制感と受容感を高めることがで
きれば、運動ができるという楽しみだけでなく、自分
の努力が成果につながる喜びや、仲間とともに運動す
ることで感じられる楽しみを味わうことができる。さ
らに、運動がうまくできないという状況でも、うまく
できるようになるために活動しようという、心的なエ
ネルギーをもった子どもを育成することができるので
ある。
元塚(1999)は、体育授業において統制感を高めるた
めには、学習の工夫と成果の関係を理解させることが
必要であるとしている。また、そのために指導者には
学習の工夫と成果を記録できる記録用紙を準備するこ
とが求められると述べている。一方、受容感を高める
方法については、学習仲間から肯定的に評価される機
会や場面を設定することが必要であるとしている。さ
らに、競争やゲーム中、及び、学習進行にかかわる役
割分担の明確化を行うことも、受容感を高めるために
必要であるとされている。
児童が学習の工夫と成果を記録する媒体としては、
学習ノートやワークシートなどが一般的である。附属
学校等では、授業の中で用いられることが比較的多い。
ただし、児童が「書くこと」に慣れていなかったり、
あるいは毎時ごとの児童の記述や教師のコメント記入
の分量が多くなってくると、児童も教師も負担に感じ
るようになる。さらに、一単元でのノートやシートが
大部になった場合にも、管理する教師には大きな負担
となることが考えられる。
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運動有能感の因子である身体的有能さの認知、受容感、および運動有能感全体の得点を有意に高めることができた。
また、「書くこと」に慣れていない児童たちが、学習の振り返りを行うための工夫としてOPPを活用することが有効で
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例えば、子どもが学習の工夫と成果を記録でき、そ
れを用いることで自己評価を促すことができるものと
して、総合的な学習の時間などで用いられる「ポート
フォリオ」がある。なかでも、「一枚ポートフォリオ」
(以下、OPPという)は、一枚のシートのなかで、単元
における自分の学習による変容が可視的に確認できる
ので、学習の意味を自覚したり、学習の効力感を味わ
うことができるという利点がある。つまり、OPPには
一単元が一枚のシートの中で完結するという簡便さが
あり、また児童が自らの学習過程をひと目でフィード
バックすることが可能となるのである。
そこで本研究では、小学校体育においてOPPを活用
した授業実践を行い、児童の運動有能感を高めること
を目的とする。
２．研究方法
2．1．対象
和歌山市立の小学校５学年１クラス28名(男子16名、
女子12名)に対して、クラス担任である男性教諭が授業
を実施した。
2．2．時期
2013年11月下旬から12月中旬にかけての全８時間
2．3．教材
フラッグフットボール
2．4．単元計画(表１)
全８時間で計画し、担任教諭と筆者らで協議のうえ、
「チームで作戦を立てて、チーム全員で実行する」と
いうことをねらいとして掲げて、個人の技術だけでな
く、チームでの取り組みを重視するようにした。４人
を１チームとして、毎時の終盤には、その日学習した
内容を取り入れた作戦を試すための４対４のゲームを
行った。
2．5．児童による授業評価
2．5．1．OPP(一枚ポートフォリオ)
筆者らが作成したOPP(巻末の資料参照)を用いて、
毎時ごとに学習の振り返りを記録させた。単元のはじ
めに単元全体のめあてを意識させるために、「ボールを
ゴールへ運ぶためには…」どうすればいいのかを記入
させた。毎時の「めあて」には、前時の反省を踏まえ
て、次時にどうしていきたいか考えて、個人のめあて
を立てさせた。「ゲームをやってみて…」は、毎時のゲー
ムの中で考えたことを記入させた。「友だちからのアド
バイス」は授業のなかで仲間同士でのアドバイスや
チームで話し合ったこと、教師からの助言などを記入
させた。単元のおわりに、再度「ボールをゴールへ運
ぶためには…」ということを、本単元で学んだことを
もとに記入させ、「学習をふりかえって」では、単元を
通しての感想と自己の考えの変容について気付いたこ
とを記入させた。
2．5．2．運動有能感の測定
岡澤ら(1996)によって作成された運動有能感測定尺
度(３因子各４項目、計12項目)を用いて、運動有能感
を測定した。測定は、単元前と単元終了後の２回測定
した。
３．授業の実際
オリエンテーション
フラッグフットボールは、対象児童が初めて行う単
元であったため、イメージを持たせることを目的とし
て、実際の試合の様子と、作戦を立てながらゲームを
進める活動の様子という２つの内容のビデオを見せ
た。
第１時
フラッグフットボールの用具について説明を行っ
た。また、ビデオで見た情報を手がかりにして、試し
のゲーム(４対４)を行った。
第２・３・４時
作戦を立てる上で必要となる「フェイク(第２時)」
「ブロック(第３時)」「パス(第４時)」という基本的ス
キルを学習させた。チームごとに基本的スキルを用い
た作戦を立てて練習を行った後、作戦を確認しながら
進めるよう指示してゲームを行った。
第５・６・７時
チームごとに立てた作戦を練習して、それぞれの役
割を確認させた後、作戦を確認しながらゲームを行っ
た。
第８時
学習のまとめとして、チーム総当たり戦のフラッグ
フットボール大会を行った。
４．結果および考察
4．1．OPPへの記述分析
本単元において、毎時の活動のふり返りとして、児
基本的な動きの学習②(ブロック)
基本的な動きの学習①(フェイク)
試しのゲーム
３
２
１
基本的な動きの学習③(パス)
５
４
作戦を考えて、各プレーヤーの役割を明確にする
７
６
フラッグフットボール大会８
表１ 単元計画
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童に記入させたOPPへの記述の内容について分析を
行った。分析対象は、筆者が抽出した６名の児童であ
る。この６名の児童は、運動有能感の単元前測定時の
合計得点をもとに分けた上位群、中位群、下位群の各
群において、それぞれ得点の低かった２名である(３群
各２名)。それぞれの児童が属する群は、次の通りであ
る。
・上位群：児童①、児童②
・中位群：児童③、児童④
・下位群：児童⑤、児童⑥
OPPでは、「ゲームをやってみて」、「友だちからのア
ドバイス」の2点について、毎時終了後に児童に記述さ
せた。その記述は、小畑ら(2007)の作成した記述分析
のカテゴリーを参考に、表２に示す７つのカテゴリー
に分類した。また、各カテゴリーにおいて、肯定的な
記述と否定的な記述に分類した。各カテゴリー名と、
記述の例は表２に示したとおりである。表２に示した
カテゴリーを用いて、全８時間の記述内容の変化につ
いて分析を行った。
以下では、各群より児童①、児童③、児童⑤の記述
内容について取り出して見ていく。
表３は、児童①の毎時間と、学習の振り返りをした
際の記述内容を一覧にまとめたものである。これを見
ると、児童①は単元はじめ、「難易度(否)」についての
記述が多いことが分かる。授業が進んでいくにつれ、
作戦が成功か失敗か(肯/否)という記述に変わって
いっている。作戦が「成功した(肯)」という記述があ
るときは、「作戦」の良かった点についての記述(肯)も
ある。学習全体を振り返った記述には、「楽しかった
(肯)」という記述や、「また、やりたい」という「次へ
の意欲(肯)」が読み取れる記述もあった。
また、「ボールをゴールまで運ぶためには?」という
問いについては、単元はじめでは、個人の技術や自分
がどう動くかということについて記述していた。それ
が単元おわりには、個人の技術についての記述に加え、
チームの作戦について、または他のメンバーがどう動
くのかという仲間についての記述が増えていた。
したがって、児童①は単元をとおして、個人の技術
だけでなく、チームでの活動について考えられるよう
になったことが分かる。個人からチームとして、活動
に参加する方法を考えらえるようになったことは、受
容感の高まりに影響すると考えられる。
表４は、児童③の毎時間と、学習の振り返りをした
際の記述内容を一覧にまとめたものである。これを見
ると、単元のはじめは、「難易度(否)」についての記述
がみられたが、単元のおわりごろには、作戦の「成功
あるいは失敗」(肯/否)という記述がみられるように
なっている。学習を振り返った記述では、作戦につい
てなどの記述ではなく、「チームワークが大切」という
ことや、「みんなで息を合わせられたのがよかった」と
いうような、「仲間(肯)」についての記述がみられた。
また、「ボールをゴールまで運ぶためには?」という
問いについて、単元前は個人の作戦についての記述が
中心であったが、単元のおわりには、「チームワーク」
という内容が主となり、仲間とのことに関する記述に
変化していた。
したがって、単元をとおして、児童③はチームワー
クの大切さを感じることができたということができ
る。これは、受容感の高まりに影響すると考えられる。
表５は、児童⑤の毎時間と、学習の振り返りをした
際の記述内容を一覧にまとめたものである。これを見
ると、ほとんどの時間において「難易度(否)」につい
ての記述があることがわかる。作戦が「成功(肯)」し
ても、どこか児童⑤は活動のなかで「難しいな」と感
じていたのである。しかし、第4時には、「相手がうま
良くなかった役割を決めたのが良かった作戦(攻╱防)
がんばりたくない次もがんばりたい次への意欲
否定的記述の例肯定的記述の例カテゴリー名
してくれなかったしっかりブロックしてくれた仲間
表２ カテゴリーの分類
楽しくなかった楽しかった楽しさ
失敗した成功した成功
難しかった簡単だった難易度
下手だった上手だった相手チーム
難易度第１時
否定的記述肯定的記述
表３ 児童①の記述内容
成功作戦第３時
難易度次への意欲第２時
成功第５時
作戦、成功第４時
作戦、成功第７時
成功第６時
難易度次への意欲、楽しさまとめ
成功第８時
難易度次への意欲第１時
否定的記述肯定的記述
表４ 児童③の記述内容
成功作戦第３時
難易度第２時
次への意欲第５時
次への意欲、作戦第４時
作戦、成功第７時
成功第６時
仲間まとめ
成功次への意欲第８時
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かった(肯)」ことや「難しい(否)」と感じたこともあ
るなかで、「作戦が成功して嬉しかった(肯)」という記
述がみられたり、自分なりの作戦のポイントを書くよ
うになっていた。第７時にも、「今日の調子で頑張りた
い」という「次への意欲(肯)」が、読み取れる記述が
みられた。
また、「ボールをゴールまで運ぶには?」という問い
には、単元のはじめは、自分なりの技術の工夫につい
ての記述であったが、単元後は、「作戦を活かしていく」
という記述に変化していた。
したがって、単元のなかで、児童⑤は役割を任され
ることなどについて、自信のなさから難しさを感じて
いたが、第４時や第７時での成功という経験が自信に
大きく影響したといえる。
4．2．運動有能感の変化についての分析
運動有能感測定尺度の得点を、因子ごとに集計し、
単元前後での得点の変化について分析を行った。分析
項目は、次の⑴～⑶のとおりである。
⑴各因子におけるクラス全体での得点の変化について
考察
⑵単元前の測定結果をもとに、それぞれの因子ごとに
上位群、中位群、下位群に分けて、各群の単元前後で
の得点の変化について考察
⑶抽出した児童６名の得点の変化について考察(OPP
への記述分析を行った前節と同様の児童６名)
4．2．1．身体的有能さの認知
単元前後での身体的有能さの認知の測定結果は、表
６に示すとおりである。クラス全体および単元前測定
時の身体的有能さの認知の得点をもとに上位群、中位
群、下位群に分けて分析を行った。その結果、クラス
全体では１％水準で有意であった(図１)。また、上位
群と下位群についても５％水準で有意であった(図２、
図３)。
小畑ら(2007)が「フラッグフットボールは、他のボー
ル運動に比べて技能的にやさしいという特性があるた
め、それだけ『自分はできない』と自己評価する機会
が少ないと考えられる」と述べているように、本単元
においても、こうした種目特性があらわれたものと考
えられる。
フラッグフットボールという種目は、どの児童も成
功体験を得やすく、「できた」という身体的有能さの認
知を向上させることができると言えよう。
表７は、抽出児童６名の身体的有能さの認知の変化
を示したものである。ほとんどの児童が、単元前後で
得点が向上していることがわかる。本単元を通じて、
児童たちが「自分はできる」ということを実感できた
ものと考えられる。
難易度第１時
否定的記述肯定的記述
表５ 児童⑤の記述内容
難易度成功第３時
難易度成功第２時
難易度第５時
難易度作戦、成功、相手チーム第４時
次への意欲、成功第７時
難易度第６時
難易度成功まとめ
成功第８時
12.93±4.9511.76±4.68全 体
単元後単元前
表６ 身体的有能さの認知の変化
12.20±3.4911.30±2.19中位群
18.20±1.6017.10±1.45上位群
7.89±2.386.33±1.25下位群
MEAN±SD
図１ 身体的有能さの認知の変化(全体)
図２ 身体的有能さの認知の変化(上位群)
図３ 身体的有能さの認知の変化(下位群)
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4．2．2．統制感
単元前後での統制感の測定結果は、表8に示すとおり
である。クラス全体および単元前測定時の統制感の得
点をもとに上位群、中位群、下位群に分けて分析を行っ
た。その結果、クラス全体および各群ともに単元前後
で有意な変化は認められなかった。(図４、図５)
各群において有意な差は認められなかったが、中位
群と下位群において得点が向上している。これは、
OPPを用いて毎時間ごとに自分の学習の振り返りを
行う機会を設定したこと、さらに活動の中で作戦カー
ドを用いて、自分の役割や動きを確認し、見通しをもっ
て活動に参加できたことが統制感の高まりにつながっ
たものと考えられる。
前述のOPPの記述分析では、授業がすすむにつれて
「次への意欲(肯)」「作戦が成功した(肯)」「楽しさ
(肯)」の記述数が増えたことが分かった。この結果か
ら、児童たちは作戦が成功するという経験が増え、そ
れに伴って「次の時間も頑張ろう」という意欲を持っ
たり、楽しさを感じられたということが分かる。作戦
を考え実行し、その作戦が成功したということを多く
経験し、自分たちで考えた工夫が成果につながったと
いうことを多く実感できたということである。この経
験が、児童たちの統制感に影響を及ぼしたということ
が得点の変化からも推察される。
上位群については、単元前の平均得点が20点という
満点であったことから、天井効果が作用したものと考
えられる。
表９は、抽出児童６名の統制感の変化を示したもの
である。抽出した児童の中で、チームの中心となって
活動し、作戦を積極的に考えていた児童①や児童②、
児童③などは、自分たちが考えた工夫が成功につな
がったということをより多く経験することができた。
統制感の得点を見てみても、この児童たちの得点は大
幅に高まっていたり、高い状態で維持されている。こ
のことから、自分たちが考えた工夫が成功につながっ
たということを、多く経験したことが統制感の高まり
に影響を及ぼしたものと考えられる。
ただ一人得点が下がった児童④は、児童①と同じ
チームであった。このチームは、児童①が作戦を決め、
チームメイトのそれぞれの動きを指示し、試合に出場
するメンバーも児童①が決めるというやり方のチーム
であった。そのため、他のメンバーは決められた作戦
と自分の動きを伝えられるだけで、チームとしての作
戦を把握できていない状態のまま活動に参加している
姿もよく見られた。児童④もそのうちの１人であった。
したがって、活動の見通しがあまり持てず、統制感を
高めることができなかったのではないかと考えられ
る。
4．2．3．受容感
単元前後での受容感の測定結果は、表10に示すとお
りである。クラス全体および単元前測定時の受容感の
得点をもとに上位群、中位群、下位群に分けて分析を
1816児童①
単元後単元前
表７ 身体的有能さの認知の変化(抽出児童)
149児童③
1915児童②
107児童④
77児童⑤
107児童⑥
17.34±3.4817.03±3.49全 体
単元後単元前
表８ 統制感の変化
18.33±2.1317.83±0.80中位群
19.00±2.8320.00±0.00上位群
14.00±3.5012.50±3.43下位群
MEAN±SD
図４ 統制感の変化(全体)
図５ 統制感の変化(下位群)
2018児童①
単元後単元前
表９ 統制感の変化(抽出児童)
2016児童③
2020児童②
1617児童④
106児童⑤
1510児童⑥
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行った。その結果、クラス全体では５％水準で有意で
あった(図６)。また、下位群についても５％水準で有
意であった(図７)。
有意な変化が認められなかった上位群と中位群にお
いても、受容感の得点が向上している。これは、チー
ムで作戦を立てることで、どの児童にも役割が与えら
れ、チームの一員として活動に参加できたことが、受
容感の高まりにつながったのではないかと考えられ
る。また、OPPにおいて、友だちからのアドバイスを
記述させたことも、受容感の高まりにつながったので
はないかと考えられる。毎時間ごとに仲間からのアド
バイスやチームで話し合ったことを書かせることで、
児童間の意見交流の機会が増え、自分もチームの一員
として認められていると感じる機会が増えたものと思
われる。
前述のOPPの記述分析でも、単元のはじめとおわり
に設定した「ボールをゴールへ運ぶためには…?」と
いう問いについての記述において、ほとんどの児童に
変化が見られた。多くの児童は、単元のはじめには個
人の技術についての記述が多かった。しかし、単元の
おわりには「仲間と協力する」ということやチームの
作戦についての記述に変化していた。このことからも、
多くの児童が本単元をとおして「仲間」ということを
意識して活動に取り組めるようになったことがうかが
える。受容感の得点が高まっていることから、チーム
で作戦を考え実行するという学習は、受容感の高まり
に影響を及ぼしたと考えられる。
また、OPP記入の際には、ゲーム中のプレーを思い
出しながら、「○○作戦成功したから今度もやろう」、
「パス難しいなー」などの感想を仲間と話しながら記
入している児童の姿が多く見られた。このような児童
の姿から、OPP記入という形での活動を振り返る機会
は、児童たちが学習の成果を実感できる場になってい
たことが分かる。さらには、仲間同士で活動について
話すことができる機会としてもOPP記入の時間は有
効であったと考えられる。
こうしたOPPを活用した振り返りの時間も、児童た
ちが学習の成果を実感できる場や仲間と活動について
話すことができる機会になっていたことから、児童の
統制感や受容感の得点の高まりに影響を及ぼしたので
はないかと考えられる。
表11は、抽出児童６名の受容感の変化を示したもの
である。ほとんどの児童が、単元前後で得点が向上し
ていることがわかる。本単元のねらいとして掲げた
「チームで作戦を立てて、チーム全員で実行する」と
いうことが単元を通じて実践され、またボールゲーム
の特性によって集団意識が醸成され、児童たちが仲間
から受け入れられる機会やチームへの帰属意識を実感
することができたのではないかと考えられる。
4．2．4．運動有能感合計
単元前後での運動有能感合計の測定結果は、表12に
示すとおりである。クラス全体および単元前測定時の
運動有能感合計の得点をもとに上位群、中位群、下位
群に分けて分析を行った。その結果、クラス全体では
１％水準で有意であった(図８)。また、上位群につい
ては１％水準で有意、下位群について５％水準で有意
であった(図９、図10)。
単元を通して、運動有能感合計の得点が向上したこ
とがわかる。対象児童たちは、今回が初めて取り組む
フラッグフットボールの授業であったが、小畑ら
(2007)が述べているように「技能的にやさしい点、一
人一人に役割があり集団的達成感を得ることができる
16.62±2.6615.55±3.04全 体
単元後単元前
表10 受容感の変化
16.00±2.4115.52±0.39中位群
18.45±1.3718.09±1.31上位群
14.71±2.7611.14±2.36下位群
MEAN±SD
図６ 受容感の変化(全体)
図７ 受容感の変化(下位群)
2017児童①
単元後単元前
表11 受容感の変化(抽出児童)
1916児童③
1716児童②
1616児童④
1815児童⑤
1412児童⑥
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点などのフラッグフットボールの特性を児童が認識す
ることができ、またそれが運動有能感を高める視点と
密接に関係している」ことが本研究において、あらた
めて確認された。
表13は、抽出児童６名の運動有能感合計の変化を示
したものである。すべての児童が、単元前後で得点が
向上していることがわかる。本単元を通じて、児童た
ちが運動に対する自信の高まりを実感できたものと考
えられる。
５．まとめ
本研究は、小学校５年生の体育授業において、OPP
を活用した授業実践を行い、児童の運動有能感を高め
ることを目的として行った。
結果は、授業実践をとおして、児童の運動有能感を
高めることができたと考える。一方で、OPPの活用が
児童の運動有能感を高めた直接的要因であるかどうか
については明確な結果を得ることができなかった。例
えば、統制感に及ぼす影響についても、「１枚で自己の
考えの変容が感じられ、自己の成長の実感につながる」
というOPPのメリットが有効であったのかについて
効果を確認することはできなかった。
しかしながら、OPPを活用することによって、作戦
会議のほかにも、児童間で意見を交換しあえる機会を
増やすことができた。これは、自分がチームの一員と
して参加できていると感じる機会も増加したと考えら
れ、受容感の高まりに影響した可能性が考えられる。
また、別の課題としては、OPPの構成において、自
己の考えの変化について気づかせるための問いとして
は、「学習を振り返って」という内容では不十分であっ
たという問題点が挙げられる。「ボールをゴールに運ぶ
ためには…?」という問いに対する自己の考えがどの
ように変化しているのか、児童たちが記入できるよう、
「授業のはじめとおわりで、自分の考えはどう変わっ
たかな?」というような直接的な問いの設定が必要で
あったと考えられる。
統制感を高めるための方法として、OPPの有効性は
確認できなかったが、「書くこと」に慣れていない児童
たちが、学習の振り返りを行うための工夫として、
OPP活用が有効である可能性が示唆された。
OPPは、作成者である教師があらかじめ、児童に記
入させる内容を絞っているので、毎時の書く量が学習
ノートに比べて少ない。これは、体育の授業において
「書く」習慣が定着していない児童にとって、「書く」
負担は少ないものである。本研究の対象児童たちは、
毎時の振り返りを記録するという経験を日常的にして
いなかったが、どの児童も本実践において、積極的に
進んでOPPの記入を行っていた。その児童の様子から
も、「書くこと」についての負担をほとんど感じること
なく、自己の活動の振り返りを行うことができていた
といえる。
今後、中学生や高校生といった発達段階の違う子ど
46.90±8.5244.34±8.43全 体
単元後単元前
表12 運動有能感合計の変化
46.70±5.2045.00±3.22中位群
56.89±1.9754.11±2.51上位群
38.10±3.5634.90±3.83下位群
MEAN±SD
図８ 運動有能感合計の変化(全体)
図９ 運動有能感合計の変化(上位群)
図10 運動有能感合計の変化(下位群)
5851児童①
単元後単元前
表13 運動有能感合計の変化(抽出児童)
5341児童③
5651児童②
4240児童④
3528児童⑤
3929児童⑥
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も達を対象に検証していきたい。
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